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重要取組シート 

取組項目 自治会 ICT活用事業 

現状・課題 

・自治会においては、行政をはじめ地域情報や自治会活動など様々な情報を会員へ

周知する手段として、紙媒体の回覧板等が使用されているが、今後、会員外の方

も地域の情報を入手できる仕組みを作り、自治会加入促進や地域活性化などに繋

げることが求められている。 

取 組 の 

内  容 

・自治会における情報伝達の方法として ICTの積極的な活用を検討・協議する。ICT

技術の運営企業と共同で事業を行い、自治会が紙媒体のチラシ等をデータ化し、

インターネット上の掲示板に掲載することによって、必要な情報をいつでも閲覧

することができるようにし、地域の情報などを発信してもらい、区民及び来訪者

が手軽に近隣情報を取得できる仕組みを検討する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ ICT技術の運用企業と検討（5月） 

□ 自治会と協議（7月） 

 

中期 

（～11月） 

□ モデル校区で導入を検討（10月） 

 

後期 

（～3月） 

□ 本格運用開始予定（2月） 

 

次年度 

以降 

□ 維持にかかる費用については、地元企業等からの協力を募ることにより、ホーム

ページを継続的に利用できるよう調整する。 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ ICT技術の運用企業と検討（5月） 

□ 自治会と協議（7月） 

中期 

（～11月） 

□ 当初の企業提案では導入困難との自治会の回答を受けて、他の方法について再度

検討（8月） 

□ 各校区では、自治会の役員、委員会等において、ラインアプリで、会議等の開催

案内や防災訓練等の地域イベントの出欠確認に利用していることを確認。ライン

アプリ等の導入により区役所と自治会との情報共有の方法について検討（～11

月） 

後期 

（～3月） 
□ 区役所との連絡手段として2校区がライン登録。新年度の計画を策定。（3月） 

 

東区役所 自治推進課 
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